
目次
ｐ.2　 学部長挨拶
ｐ.3　 新コースに関する説明
ｐ.5　 新任紹介
ｐ.6　 コーストピックス
ｐ.10　就職支援委員会より
ｐ.11　保護者懇談会報告
ｐ.12　研究室紹介　村山良之研究室

Ｎｏ．２５

地 域 教 育 文 化 学 部 広 報 誌 　　 ク リ エ イ シ ョ ン



2

　国立大学法人は、平成１６年４月から、中期目標期間（６年）にお
ける目標の達成状況を評価されることになりました。小学校、中学
校、高校などの教育現場でも学校評価や教員評価はすでに行われてい
ます。評価により教育の質的な向上を促したり、評価を通じて社会へ
の説明責任を果たしたり、などがその主なねらいです。
　先日、第２期中期目標期間（平成２２～２７年度）の業務の実績に関
する評価結果が公表されました。山形大学は、教育研究等の質の向上
の状況に係る３項目すべてで「良好」、業務運営・財務内容等の状況
に係る３項目で「良好」で、特に「財務内容の改善」は「非常に優れ
ている」という評価で、他大学と比べても高い評価を受けました。そ
の一方で、学内における本学部の相対評価は、けっして高いとは言え
ません。
　こういう立場で評価を受ける側になると、どうしても高い評価を得
ることを気にするようになります。しかも、努力せずに効率的に評価
を得ることを考えてしまいます。ややもすれば、評価を目標として取
組を決めたり実行したりすることになりかねません。どのような取組
が必要なのかが明確でなければ、とりあえず、よい評価を得ることを
目標とすることは、やむを得ない面もあります。
　今年度から、学部改革により、２コース体制になりましたが、もう
一度、学部やコースの目標が何なのか確認するとともに、評価を対話
的に練り上げ、教育研究等の改善に向けて機能させるようにしたいと
思います。急速な変化に対応することが求められていますが、こうい
う時代だからこそ、手間暇をかけて、目標を問いかけていく姿勢が何
よりも大切なように思えてなりません。
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平成29年４月から、１学科2コースに生まれ変わりました。
本学部は、
①地域において「地域とつながる子どもの育成」と「文化的に豊かな人生」を支え、多様な人々・組織・団体を
つないで地域の課題解決に取り組む人材の養成が求められている。

②１学科２コースに再編し、人材養成機能を集約・重点化する。
③各コースの実践的な教育力を高める為に複数のプログラムを導入する。
という３つの観点を踏まえ、平成２9年４月１日に、１学科８コースから１学科２コースへ生まれ変わりました。

学部の目的・教育目標は以下のとおりです。

◆学部の目的
　地域教育文化学部は、地域における教育及び健康文化・芸術文化を構成する諸科学の教育・研究を通じて幅広
い視野と探求力を教授して、豊かな人間性に基づいた責任感と倫理観を持ち、地域課題の解決に独創性と柔軟性
を発揮して取り組み、地域社会の自律的な発展に寄与する実践的な人材の育成を目的としています。

◆教育目標
　山形大学の教育目標を踏まえ、地域教育文化学部では、地域における教育と文化創生に関わる幅広い知識・技
能を分野横断的に教授して、「地域とつながる子どもの育成」「安全かつ安心な生活」「文化的に豊かな人生」を
支え、地域の人々とともに、多様な地域課題の解決に取り組む実践的な人材の育成を目的としています。

▶︎地域教育文化学科
　学生は各コースに所属し、入学後、目標に合わせたプログラムを選択することになります。

▶︎養護教諭特別別科
　本別科は、１年課程の養護教諭養成機関です。看護師の免許を有する人が、学校保健関連、教育学、心理学等の
単位を修得し、養護教諭一種免許を取得します。学生定員は４０人です。

◎︎大学院地域教育文化研究科
　地域教育文化研究科は、臨床心理学専攻と文化創造専攻（音楽芸術分野、造形芸術分野、スポーツ科学分野）の
２専攻で構成されています。精神的・文化的な面から地域社会の発展を支え、リードしていく人材を養成します。

◎︎大学院教育実践研究科
　教育実践研究科は、高度な専門性を有する教員の養成に特化した専門職大学院です。大学での研究と学校現場で
の実習を通して、深い学問的知識や技能と広い視野を育成し、これらを基盤として作り出した新たな教育実践を行
います。

コース名

児童教育コース

文化創生コース

プログラム名

小学校教育プログラム

心身健康支援プログラム※

チャレンジプログラム

芸術文化創生プログラム※

チャレンジプログラム

学習の分野

　　　教　育

　　　教　育

　　　心　理　　　　食　　　　スポーツ

　　　音　楽　　　造　形　　　スポーツ

　　　音　楽　　　造　形
※２つのプログラムを横断的に履修することも可能です。
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児
童
教
育
コ
ー
ス

取得できる資格は、各コース・各プログラムにより異なります。また、社会教育主事、学芸員、学校図書館司書教諭は、取得に必要
な授業科目の単位を修得することにより資格を得ることが可能です。（ただし、学校図書館司書教諭は教員免許状が必要です。）

文
化
創
生
コ
ー
ス

◆８コースの集約

児童教育コース
『児童教育コース（心理プログラムを除く）』『異文化交流コース』『生活環境科学コース』
『システム情報学コース』
上記、４コースの教員養成機能を強化しました。

文化創生コース
『造形芸術コース』『音楽芸術コース』『スポーツ文化コース』『食環境デザインコース』
『児童教育コース（心理プログラム）』
上記、５コースの地域課題解決スペシャリスト養成機能を強化しました。

確かな学習指導・生徒指導の力を基盤として、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、
地域や家庭などと協力して、地域ぐるみで子どもの育ちを支える「チーム学校の一員としての教員」を
養成します。

地域社会における文化的な豊かさの保持と健やかで安心な生活の維持に寄与する「地域課題解決のスペ
シャリスト」を養成します。

取得できる
主な資格

●小学校教諭一種免許状（必須）　●中学校教諭一種免許状（国・社・数・理・英）
●高等学校教諭一種免許状（国・地歴・数・理・英）●幼稚園教諭一種免許状
●特別支援学校教諭一種免許状

取得できる
主な資格

●中学校教諭一種免許状（音・美・保体）　●高等学校教諭一種免許状（音・美・保体）
●認定心理士申請資格

小学校教育
プログラム

卒業条件として小学校教諭一種免許状を取得します。さらに卒業要件とはしませんが、
中学校教諭一種免許状（国・社・数・理・英）、幼稚園教諭一種免許状、特別支援学級
教諭一種免許状のいずれかを取得できるプログラムです。

心身健康支援
プログラム※

地域の健康を「こころ」と「からだ（栄養と運動）」の側面から科学的に分析し、支援
できる人材を養成するプログラムです。

チャレンジ
プログラム

―教職大学院進学者を対象とした６年一貫教育―
教育実践研究科に進学することを前提に、６年間一貫教育を行い、より実践的な指導力・
展開力を備えた教員を養成するプログラムです。取得する一種免許状に応じて各校種の
専修免許状を取得できます。

チャレンジ
プログラム

（音楽芸術・造形芸術・スポーツ科学）―大学院進学者を対象とした６年一貫教育―
地域教育文化創造専攻に進学することを前提に、６年一貫教育を行い、スキル向上のみ
ならず、豊かな地域の創生に貢献するための専門的知識を養い、地域全体の発展向上を
リードする人材を養成するプログラムです。

芸術文化創生
プログラム※

芸術的なスキルの実践を通して、地域住民が文化的に豊かな生活を構築するために貢献
できる人材を養成するプログラムです。

※２つのプログラムを横断的に履修することも可能です。

人材育成機能の強化を図り、６年一貫教育（大学院進学者対象）
を含む５つの新プログラムを設置しました。
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　幕末の歌人　橘曙覧に、『独楽吟』という連
作があります。故あって真似事をしたところ、

思いのほか今の生活が現れてきました。

　たのしみは坂の手前で立ち止まり

　　　　　　　色とりどりの頭見るとき

　たのしみは研究室のガジュマルの

　　　　　　　鉢をまわして霧を吹くとき

　たのしみはお邪魔してます教室で

　　　　　　　「明日の先生」垣間見るとき

　たのしみは仕事のためのテクストに

　　　　　　　潜む笑いを見つけたるとき

　たのしみはゆうべ読了した本の

　　　　　　　下巻買おうと朝起きるとき

　たのしみはディスカッションの教室で

　　　　　　　長考のちの言葉聞くとき

　たのしみは中日八日目時計四時

　　　　　　　化粧まわしの遠藤見るとき

　　　　　　　　　　（７月場所は、未遂）

　忘れつつあった「たのしみ」と再会できるこ

とに感謝し、新種の「たのしみ」に勇気をもっ

て手を伸ばしながら、これからを勤めていきた

いと思います。よろしくお願いいたします。

　私は５年前から地域体験型科目を開講している。この科目のねらい
は、民話語りやイベント運営などを通じて山形の魅力にふれること、

年長者との協働を通じてコミュニケーション力等の社会人として求め

られる能力を育成することである。受講生の多くは地域活動に興味を

持ち受講するが、残念なことに、活動の副産物である社会人力の育成

には強い関心を示さない。

　この原因は体験活動と社会人力育成の関係がイメージできないため

と思われる。そこで、ふりかえりレポートへのコメントや活動中の些

細な会話を通じて、体験に見られる「年長者から教えを請う学習」が

組織の中で若者が成長していく過程と似ていること、意識を持って物

事に取り組むことで得られる気づきが大きく変わってくることを伝え

ている。眼前の活動から将来への成長をイメージできた学生は、現地

体験を多様な可能性を含んだ学習の機会と捉え、挑戦的に楽しむよう

に変化する。

　学生のこのような変化を目の当たりにできることが、体験型科目を

担当する私の喜びである。これからも多くの学生の変化を喜べるよ

う、精進していきたい。

新

任

紹

介

学術研究院　准教授

加藤　咲子　KATO Emiko

1971年生まれ。山形県山形市出身。

東京学芸大学教育学部卒業。附属中学校勤務時

に、山形大学大学院社会文化システム研究科修了。

村山市立楯岡中学校・山形大学附属中学校教諭、

山形県教育庁村山教育事務所、山形県教育セン

ター勤務を経て、2017年４月より学術研究院（大

学院教育実践研究科担当）准教授。

専門は国語教育、教育経営。

たのしみは

体験型科目を担当する喜び

学術研究院　准教授

滝澤　　匡　TAKIZAWA Tadashi

1976年生まれ。富山県婦中町出身。
山形大学農学部卒業。岩手大学大学院連合農学
研究科修了。博士（農学）。米国ワシントン州
立大学昆虫学科・ポスドク、琉球産経株式会社・
研究員（於沖縄県病害虫防除技術センター）、
山形大学教育・学生支援部・プロジェクト教員
を経て、2017年4月より学術研究院（地域教
育文化学部担当）准教授。
専門は動物生態学・応用昆虫学、体験型教育。
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コ ー ス ト ピ ッ ク ス

児  童教育コース

異  文化交流コース

　児童教育コースの学生は、研究活動やさまざまな課外活動を
通して、地域の子どもたちと直接交流し、教育に関する理解を
深めています。「教育臨床体験（適応教室）」の授業では、山形市
総合学習センター内に設置されている適応教室「風」に赴き、
学校になじめない、あるいは学校に行きたくても行けない小中
学生に対する支援の補助を行っています。具体的な活動は、子
どもたちと一緒に調理実習やスポーツ、科学講座、野草園見学に参加することなどです。また、秋と冬には少年自然
の家での合宿も行われます。さらに、学生が中心となって活動計画を立案し、子どもとともに活動することもありま
す。これらの活動を通して、学生たちは子どもとの関係を深め、子どもの個性の理解に努めるなど、教員に必要とさ
れる能力を身につけていきます。１年間を通して子どもたちとの関係を築いていく本授業は、学生たちにとって貴重
な学びの機会となっているようです。

　３月にコースの学生会からメールがあり、「ことしは４月恒例の新入生歓迎会がないので、お花見に代えます」と
いいます。エライ。だから異文化の学生はエライ、と一教員は身びいきながら思ったわけです。
　改組によってコースに新入生は入ってきませんが、同学年同士や上下の学年でコースをもり立てようとする学生た

ちの姿勢は変わりません。いや、さらに強まってい
るのかも知れません。
　学生会が連絡から当日にいたるまでの準備をして
くれて、三々五々、自転車で、あるいはぶらぶら歩
いて、ちょうど花の見頃の馬見ヶ崎河畔に集まります。
　ブルーシートのうえに座り、学生教員入り混じっ
てお茶を手に菓子を片付けながら、四方山話をしま
す…が、寒い。当日の最高気温１０度くらい、しかも、
風が強いので体感気温はめっちゃ寒い。それでも学
生たちはにこにこと写真に収まりました。
　ときには教員や友人たちとのんびりする力、それ
はとても大切な力だ、と学生たちはよく知っている
のです。

地域の子どもとの交流から学ぶ

はざまの時間の過ごし方

（旧コース）
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生  活環境科学コース

シ  ステム情報学コース

　環境という語から気候変化を連想する人は多いと思います。しかし、
気候変化によって地形までも変化していることに気がついている人は
ほとんどいないでしょう。生活環境科学コースの地形景観学野外実
習では、身の回りの地形を読み取ることで十数万年前～数千年前に起
こった地形変化を読み取り、そこで何が起こってきたのかを学ぶ実習を、東京の中心部で行っています。平野といえ
ば、真っ平らな場所のように思いがちです。しかし、東京はいわゆる山の手と呼ばれる洪積台地の部分、下町と呼ば

れる沖積平野の部分の２つから成り立っています。それらには実に
２０－３０ｍの段差があり、東京の中心部に大きな坂道として残され
実際に歩くことで認識できます。それらの地形のギャップは、周期
的に現れる寒冷な時期（氷期）と温暖な時期（間氷期・後氷期）の
繰り返しと年間０.３㎜程度の地盤の隆起現象の重ね合わせで造り上
げられています。東京の街の坂道を巡って歩くことは、地表に現れ
た段差という地形を読み取る切り口を自らの足で学ぶとともに、そ
れらが地球環境の変化によるものであることに結びつけて考えるこ
とを狙っています。

　システム情報学コースでは、情報科学・統計科学・数理最適化・
社会調査法・数値シミュレーションなど多岐にわたる教育研究を
おこなっています。学生は１・２年次に幅広く教養を身につけ、
３年次からは各自が希望する研究室でゼミ活動を開始します。例
として、統計学のゼミの様子を紹介しましょう。統計学のゼミで

は、はじめの１年間をか
けて統計学の基礎理論と
応用をじっくりと学びます。その学びの過程で、自身の興味関心に基づい
て少しずつ卒論テーマを絞っていき、４年次からは本格的に卒業研究に取
り組みます。昨年度は統計の理論研究が１名、応用研究が３名（野球デー
タの解析１名、金融関連データの解析２名）でした。写真はその成果の一
つです。宮城県における金融機関の立地傾向を調べ、業態によってどのよ
うな特徴があるのかを明らかにしました。例年、苦労してまとめあげた卒
業研究は年度末の卒論発表会にて披露され、互いの研究について活発な議
論を交わしています。

生活環境科学コースでの学びの様子

システム情報学コースにおける学びの様子

首相官邸（洪積台地）から赤坂の溜池山王（沖積平野）
におりてくる坂道。

横須賀市猿島の上総層群を掘りぬいてつくられた旧日本軍
要塞跡を歩く。

ゼミの様子

卒論の成果（指導教員により一部改変）
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造  形芸術コース

音  楽芸術コース

　６月１８日に山形美術館で造形芸術コースの学生が彫刻づくりのワー
クショップを開催しました。対象は山形青年会議所のメンバーやその
家族の方 ８々０人で、内容は山形美術館所蔵のロダン彫刻《永遠なる休
息の精》を粘土で縮小して模刻（もこく：まねして作る）するもの。
鑑賞活動の一環として実際に制作してみることで、立体芸術としての
彫刻の性格を体験的に理解してもらうことがねらいでした。造形芸術
コースの３年生が参加者全員の心棒を準備し、当日は制作のお手伝い

に当たりました。彫
刻づくりを体験した
青年会議所の方々には好評で、針金の心棒に粘土で肉付けする作
業は楽しく、また作品の解説を聞くだけでなく実際につくってみ
ることでより関心が深まった、などの感想が寄せられました。本
事業は造形芸術コース開講科目「生涯学習と造形」の一環として
行われ、学生は山形青年会議所例会実行委員の方々と共に準備や
運営を行い、生涯学習活動の現場を体験的に学ぶ有意義な機会と
なりました。

　７月７日（金）に音楽芸術コースの２年生と３年生（２６名）の学生
が「アウトリーチ」という授業の一環として、東北中央病院で訪問演
奏を行いました。このコンサートは「七夕コンサート」として２０１１年
より、７月上旬に開催されてきた恒例の行事となっているものです。
病院の１階エントランスホールをコンサート会場として、入院中の患
者の皆様、病院の職員の皆様を前に、午後３時から約４５分のプログラ
ムで開催しました。
　合唱、金管三重奏、チェロ二重奏、男声二重唱、バイオリン＆ヴィ

オラ二重奏、
フ ル ー ト ＆
オーボエ二重奏、女声三重唱など様々な形態で演奏しまし
た。「愛燦燦」「花は咲く」「３６５日の紙飛行機」などを演奏し、
最後はお客様と一緒に「たなばたさま」を合唱しました。演
奏終了後に病棟へ戻る患者の皆様から笑顔で「よかったよ！」
と声をかけていただき、学生たちも達成感とともに、このコ
ンサートの意義を認識する機会となりました。

山形美術館で “彫刻をつくる ”ワークショップを開催しました

「七夕コンサート」開催～東北中央病院でアウトリーチ～

チェロ二重奏

合　唱
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ス  ポーツ文化コース

食  環境デザインコース

　スポーツ文化コースに所属する学生の多くは専門とするスポーツに日々打ち込んでおり、中には全国大会で活躍す
るレベルの学生もいます。このような活動の成果は、これまでのトレーニングによって得られたものですが、コー
スで学ぶ専門科目やゼミの活動を通して得られた知識や技術もまた、影響しています。コースで学ぶ科目は、スポー

ツの指導者として必要な知識や技術が身につくような内容
によって構成されています。そのため、学生自身の競技パ
フォーマンスに直接活用できる内容もあり、日々の学びと
トレーニングを有機的に結びつけることが、学生自身の将
来、そして現在に必要な能力を引き出しています。さらに、
学びの中身を地域の子どもたちなどに伝える経験（ながい
アクティブキッズプロジェクトや、山形市小体連と連携し
た陸上教室など）を通して、より深く学ぶことや理論と実
践の両方を充実させることの重要性を体感しながら、４年
間で大きく成長してくれています。

　７月１日（土）に、食環境デザインコースの３年生が、地域
社会の現状を学び、自らの企画を実践していく野外実習型授業
（フィールドプロジェクト）のため、飯豊町を訪問しました。
山形県人の魂の雑草ともいえる「スベリヒユ（ひょう）」を使っ
たメニュー開発の一環です。当日、飯豊町役場、（株）飯豊町地
域振興公社、さらに数軒の農家さんらの協力のもと、スベリヒ
ユの収穫を体験しました。普段は、きれいに整形された食材を
使って学習する彼らですが、今回は農家の生産現場での自分の
手による収穫に挑戦しました。前日が雨であったためドロドロ

になりながらも、農家さ
んからの説明を聞き、栄養価の数字だけではわからない「旬の美味しさ」を体
験・実感しました。後日、独特な「酸っぱさ」の原因となる有機酸の分析のみ
ならず、お土産特産品の開発として、いなり寿司、おやき、ガレットなどの試
作品を作成しました。もしかしたら１年後には、山形や東京のデパートや駅に
飯豊町らしい食品として並んでいるかもしれません。取り組み全体は、山形大
学Youtubeチャンネルhttps://youtu.be/Et1a1QMleg0にもアップされています。

コースでの学びをスポーツの実践へ

食べる雑草「スベリヒユ」を活かす

専門科目「スポーツ医科学」におけるテーピングの実習

スベリヒユ寿司

スベリヒユ収穫
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就職支援委員会委員長　小田　隆治

就職支援委員会より

予測困難な時代にあって、
　志を高く、頑固にそれでいてしなやかに生きる

　今年３月に卒業した平成28年度の就職状祝は、２４５
名の学部学生の内、１９３名が就職を決め、２６名が大学
院に進学しました。この結果は、就職を希望する者の就
職率が、１００％であったことを示しています。これは
昨年度より１％増加しました。
　日本は戦後３番目の長さで好景気が続いているそうで
すが、日々の生活の中ではそれをほとんど実感すること
ができません。
　ところが、就職率１００％という数字を見ると日本経
済は良い状態にあることがわかります。高い就職率は高
い求人倍率に支えられています。高い求人倍率は、好景
気以外にも団塊世代の大量退職や若年層の減少に起因し
ています。いずれにしても、社会に飛び出す若者たちに
は良い時代となっています。働くところがない社会は悲
惨です。
　私が大学に入学した１９７３年は第一次オイルショック
が起こって社会はパニック状態となり、スーパーマー
ケットからトイレットペーパーがなくなりました。翌年
には物価が２３％上昇し、経済成長率は－１.２％と戦後初
めてのマイナス成長となりました。不景気で就職口がな

くなりましたが、それでも当時の我々は就職のことは
さっぱり考えずに、能天気に大学生活を謳歌していまし
た。当時の大学は就職についてほとんど何も世話をして
くれませんでしたし、我々もそれを期待していませんで
した。「自分の就職口くらい自分で探すさ」と思い、実際
仲間たちはどこかに就職しました。
　２００８年９月１５日にリーマンショックが発生しまし
た。この影響が日本にも及び、内定をもらった学生が卒
業間際になって急に内定を取り消される事態となりまし
た。学生に何の落ち度もなく、多くの会社に悪意がない
ことも明らかでした。奈落の底に落とされた学生は、奈
落の底から這いあがって就職活動を再開しました。
　今後１０～２０年の間に、ＡＩとロボットの発展によっ
て、米国の総雇用者の約４７％の仕事がなくなることが
予想されています。
　過去も未来も流動的です。時代の変化はますます早く
なっています。就職に当たって、そして就職してからも
志を高く持って、生涯勉強を続けてください。時代に流
されることなく、頑固にそれでいてしなやかに時代を生
きていってくれることを望みます。

平成28年度卒業生の就職・進路状況		 	
（平成29年3月卒業）	

就
職
者

公
務
員
（
他
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
）

サ
ー
ビ
ス
業
（
他
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
）

複
合
サ
ー
ビ
ス
業

医
療
・
福
祉

そ
の
他
の
教
育
・
学
習
支
援
業

そ
の
他
の
職
種

栄
養
教
諭

特
別
支
援
学
校

高
等
学
校

中
学
校

小
学
校

幼
稚
園

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
・
娯
楽
業

宿
泊
業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

学
術
研
究
・
専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
業

不
動
産
業
・
物
品
賃
貸
業

金
融
業
・
保
険
業

卸
売
業
・
小
売
業

運
輸
業
・
郵
便
業

情
報
通
信
業

電
気･

ガ
ス
・
熱
供
給
・
水
道
業

製
造
業

建
設
業

鉱
業
・
砕
石
業
・
砂
利
採
取
業

農
業
・
林
業

卒
業
者
数 

そ
の
他

進
学
者企

業
教
員  

193212242304315313631314272183141200245262613756

進 路 別

人 数

就職者 業 種 別
教 育・ 学 習 支 援 業
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　６月１０日（２年次）と６月２４日（３年次）に山形大学小白川キャンパ
スにて保護者懇談会を開催しました。２年次の保護者懇談会では学習指導
及び学生生活に関することを、３年次の保護者懇談会では、就職状況・就
職支援に関することを中心に全体会が進められ、その後、コース懇談会が
実施されました。３年次の保護者懇談会ではキャリアサポートセンター・
松坂暢浩准教授による就職支援講演が行われました。２年次保護者懇談会
には、７２名、３年次保護者懇談会には、６３名と多数のご参加をいただき
ました。

就職支援講演

３年次保護者懇談会全体会２年次保護者懇談会全体会

２年次保護者懇談会コース別懇談会

３年次保護者懇談会コース別懇談会

主な就職先

教員 山形県　宮城県　青森県　秋田県　岩手県　仙台市　福島県　新潟県　栃木県　群馬県　埼玉県　東京都　神奈川
県　千葉県　静岡県　富山県　他

公務員等
東北地方刑務官　防衛省海上自衛隊　山形県　山形県警察　宮城県　福島県　千葉県　東京都特別区　山形市　上
山市　長井市　米沢市　村山市　酒田市　鶴岡市　仙台市　気仙沼市　秋田市　新潟市消防局　金山町　川西町　
他

企業

NTT 東日本  YCC 情報システム  アイジー工業  さくらんぼテレビジョン  山形銀行  山形建設  升川建設  全日本
食品  鶴岡農業協同組合  東北電力  日本郵便  山形ガス  DNP 情報システム  かわでん　荘内銀行  東京海上日動火
災保険  秦・伊藤設計  ウンノハウス  鐘崎  テレビユー山形  きらやか銀行  マイナビ  おーばん  でん六  平吹設計
事務所  ヤマザワ薬品  三井住友トラスト不動産  ハイテクシステム山形  山形県農業共済組合  東日本旅客鉄道  み
やぎ生活協同組合  ソフトバンク  モガミフーズ  大日本土木  カワチ薬品  かんぽ生命保険  富士通マーケティング   
七十七銀行  日新製薬  東北インフォメーションシステムズ  宮城マリンサービス  第一生命保険  エム・エス・アイ  
日本生命保険  庄内医療生活協同組合  平田牧場  ＴＩＳ東北  コクヨ東北販売  日本自動車連盟  日本旅行  サンド
ラック  佐藤工業  セキスイハイム東北  コメリ  農林中央金庫  全日本空輸  本間利雄建築設計事務所  びゅうトラ
ベルサービス  ヤマザワ  清川屋  日立ソリューションズ東日本 ツルハホールディングス  丸木医科器械  一条工務
店  アオバヤ  イオンリテール  大商金山牧場  山形證券  原信  富士通システムズ・イースト  東洋ワークセキュリ
ティ  タカラレーベン  アストラゼネカ  松井建設  山崎製パン  サイバーコム  富山小林製薬  宮城厚生協会  リコー
ジャパン  損害保険ジャパン日本興亜 　他

進学
山形大学大学院教育実践研究科　山形大学大学院地域教育文化研究科　山形大学大学院理工学研究科　東北大学大
学院情報科学研究科　福島大学大学院人間発達文化研究科　秋田大学大学院教育学研究科　宮城教育大学大学院特
別支援教育専修　東北大学大学院教育学研究科　東北大学大学院農学研究科　他

２年次・３年次の保護者懇談会を開催しました。



学術研究院（大学院教育実践研究科担当）教授　
村山良之   MURAYAMA Yoshiyuki
1957 年生まれ。山形県天童市出身。
東北大学大学院理学研究科博士課程後期中退。
山形県立米沢商業高校、鶴岡工業高等専門学校、東北大学を経て、
2007 年 6月山形大学地域教育文化学部に着任。
2009 年 10 月より現職。専門は地理学。博士（理学）。

　Creation25 号をお届けします。表紙・裏表紙は造形芸術コース 3年生の横倉ゆうかさんに
担当していただきました。本誌は、これまで年２回発行してきましたが、今号から紙面を増や
し年１回の発行といたします。それでも紙幅の都合で掲載できなかった記事は多く、新１年生
の活動を含め、最新のニュースについては、ぜひ、学部ホームページをご覧ください。
　今後、より良い紙面とするために皆様からのご意見・ご感想を寄せていただければ幸いです。

地域教育文化学部広報誌　Creation25 号　
2017 年 10 月１日発行
発行：山形大学地域教育文化学部
編集：山形大学地域教育文化学部広報委員会

      

編集後記

　

１
９
７
６
年
６
月
宮
城
県
沖
地
震
が
発

生
し
て
、
仙
台
は
大
き
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
住
宅
地
の
環
境
評
価
を
テ
ー
マ
に

卒
論
を
準
備
し
て
い
た
私
は
、
急
遽
テ
ー

マ
を
変
更
し
て
被
害
と
地
盤
条
件
に
つ
い

て
調
査
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
災
害
、
防
災

研
究
の
き
っ
か
け
で
す
。
後
か
ら
わ
か
っ

た
こ
と
で
す
が
、
地
盤
と
被
害
の
関
係
が

と
く
に
明
瞭
な
地
震
災
害
で
し
た
。
３
３

年
後
、
２
０
１
１
年
東
日
本
大
震
災
で
も

地
盤
の
弱
い
と
こ
ろ
に
被
害
が
集
中
し
ま

し
た
。
ま
さ
か
同
じ
場
所
の
被
災
を
調
査

す
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

２
０
１
５
年
度
か
ら
、
児
童
教
育
コ
ー
ス

で
「
教
員
に
な
る
た
め
の
学
校
防
災
の
基

礎
」
を
、
川
邉
先
生
、
八
木
先
生
、
そ
し

て
山
形
七
小
の
齋
藤
校
長
先
生
、
山
形
地

方
気
象
台
の
先
生
方
と
一
緒
に
開
講
し
て

い
ま
す
。
２
０
１
７
年
度
か
ら
は
必
修
科

目
と
し
て
本
格
開
講
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
な
か
で
、
芋
煮
会
を
防
災
の
視
点
か
ら

検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
薪
に
火
を
つ

け
る
技
術
が
必
要
で
す
。
炉
を
作
る
に
は

手
頃
な
大
き
さ
の
石
が
転
が
っ
て
い
る
扇

状
地
の
川
原
が
便
利
で
す
。
豚
肉
／
牛
肉
、

味
噌
味
／
醤
油
味
と
、
地
域
ご
と
に
違
い

ま
す
。
そ
れ
自
体
お
も
し
ろ
い
の
で
す
が
、

芋
煮
１
杯
で
、
赤
・
緑
・
黄
す
べ
て
の
栄

養
素
が
摂
れ
る
こ
と
は
共
通
で
す
。
石
垣

先
生
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
終
了

後
、
完
璧
な
消
火
、
芋
煮
会
前
よ
り
も
き

れ
い
に
片
付
け
る
の
は
常
識
で
す
。
そ
し

て
何
よ
り
一
緒
に
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
す

る
こ
と
で
い
っ
そ
う
仲
良
く
な
れ
ま
す
。

ど
う
み
て
も
、
芋
煮
会
は
防
災
で
し
ょ
う
。

　

上
記
の
授
業
の
際
に
、
あ
る
学
生
が
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
山
形
出
身
の
自
分
が

た
き
火
が
で
き
る
の
は
子
ど
も
の
頃
か
ら

芋
煮
会
を
や
っ
て
き
た
お
か
げ
だ
と
。
ま

た
昨
年
卒
業
し
た
同
窓
生
が
研
究
室
に
報

告
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
就
職
し
た
中
学

校
で
、
学
年
行
事
と
し
て
芋
煮
会
を
、
防

災
目
的
も
踏
ま
え
て
実
施
し
た
そ
う
で
す
。

　

研
究
室
に
は
、
防
災
や
地
理
学
分
野
で

卒
論
を
書
き
た
い
と
い
う
学
生
が
所
属
し

て
い
ま
す
。
卒
論
作
成
で
は
自
然
地
理
学

を
専
門
と
す
る
八
木
先
生
に
も
ご
指
導
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

防
災
と
地
理
学　

― 

芋
煮
会
は
防
災
だ 

―

       ホームページ随時更新中
        http://www.e.yamagata-u.ac.jp/

研
究
室
紹
介

　
　
　
村
山
良
之  

研
究
室


